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北九環監環第１２７号 

令和５年５月１１日 

 

北九州市内事業者 各位 

 

        北九州市環境局環境監視部 

 ＰＣＢ処理対策担当課長 西田 淳哉 

高濃度 PCB 含有安定器等の最終確認について（重要） 

平素より、本市の環境行政にご理解ご協力いただき、感謝申し上げます。 

さて、北九州ＰＣＢ処理事業所における高濃度ＰＣＢ含有安定器等の処理に

ついては、令和５年１１月の処理完了を目指しており、その後は、同事業所での

処理は終了する予定です。 

これまでも、市内事業者の皆様に対し、現状把握をお願いしてきたところ  

ですが、未だに、ＰＣＢ使用機器の発見事例が、以下のとおり多々発生して  

います。万一、処理完了後に発見された場合には、長期的な保管が余儀なく  

されるばかりか、改善命令の対象となる可能性があります。 

＜発見事例＞ 

・建屋内の調査は行っていたものの、外灯の調査が不十分であった。 

・調査対象施設・機器を正確に把握できておらず、調査漏れがあった。 

・過去の調査事績が曖昧であったため、再調査を行った結果、発見された。 

・普段使用していない施設の全数調査が行われておらず、新規に発見された。 

ついては、下記のとおり、各事業所内において、ＰＣＢ使用機器が残存して 

いないことを十分確認してください。特に、北九州ＰＣＢ処理事業所での新規 

受付が本年７月末であることから、遅くとも７月中旬まで※に最終的な確認を 

完了してください。 

新規に発見された場合は、速やかに、下記問い合わせ先までご連絡下さい。 

※国は令和５年１１月末までの処理完了に向けて、ＪＥＳＣＯへの搬入荷姿登録の期限を  

「令和５年７月３１日」と設定しているため、７月中旬までには最終確認を行って下さい。 

記 

１． 調査手順について（別添資料を参照） 

（１）調査事績を確認し、未調査の施設がないか等、調査が十分かを確認する。 

（２）調査済の施設についても、普段使用されていない場所や目につきにくい

高所に安定器が残置されていないかを確認する。 

（３）上記の発見事例を参考に、同様のケースが無いかを確認する。 

（４）安定器のＰＣＢ使用・不使用の判別手順に沿って、機器１台１台の照明

器具のラベルや安定器の銘板を確認し、メーカーのホームページ等から

ＰＣＢの有無を調査する。 

 

2. 問い合わせ先 

  北九州市環境局環境監視部ＰＣＢ処理対策担当 

月本・大田（TEL 582-2175、FAX 582-2196） 
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